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論文審査の要旨 

 

百寿者は死亡に至る前の重篤な期間が他の年齢層と比較してより短い傾向にあること

が先行研究により指摘されている。この命題を明らかにするために、中西康裕君は、百

寿者の死亡前医療費を重篤な傷病期間の指標の一つと仮定し、百寿者の死亡前医療を解

析した。奈良県在住の後期高齢者医療制度加入者 75-109 歳の計 34,317 人を対象に、死

亡前 1 年間に発生した入院医療費及び入院外医療費を分析した。 

その結果、百寿者の死亡前医療費は非百寿者と比較して低い傾向にあり、特に 105-109

歳において最も低いことが初めて明らかとなった。また，死亡前 1 年間における入院患

者割合を年齢階級別に分析した結果、100-104 歳では 31.4%が、105-109 歳では 44.9%が

死亡前 1 年間において 1 度も入院することなく死を迎えていることを明らかにした。 

公聴会では、百寿者の死亡前医療費が安くなるのは、本当に闘病期間が短く重篤な状態

を経ずに死に至っているのか、もしくは、高齢故に医療者側が医療を控えているのか？

また、我が国の医療政策として百寿者を目指すことが医療費を安く抑えるために有効

か？との質問に対しては、詳細は今回の解析からは分からないが、百寿者ほど医療施設

を受診せずに死亡に至っている割合が高く、高額の傷病期間が短くなっているとの回答

であった。 

本研究は、過去に類似の研究はなく、高齢者医療の実態を把握する上での貴重な情報

であり、博士の学位に値するものと評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに公衆衛生学の進歩に寄与する

ところが大きいと認める。 
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